
(57)【要約】

【課題】従来の構造では、上歯と下歯の対向面の平行出

しの操作が面倒で多くの時間を要するうえ、精度よく調

整するのが困難であった。

【解決手段】少なくとも一部に球面部７２を有する球体

７０と、上面を開口したホルダー３０と、弾性部材６０

とを備える。ホルダー３０の開口部内に取付けた下歯４

０を上下動自在に弾性部材６０で支持するとともに、ホ

ルダー３０の内底面に凹部３３を形成する。球面部７２

の一部を凹部３３の中に挿入して、球体７０をホルダー

３０と下歯４０の間に取付ける。圧着動作時には、上歯

５０下面の上歯面５１の傾斜に追随して下歯４０が傾き

、テープに接触する上歯面５１と下歯面４１とが平行に

なる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
重 ね た 二 枚 の テ ー プ を 上 歯 と 下 歯 の 間 に 挟 ん で 圧 着 す る テ ー プ 圧 着 装 置 に お い て 、 少 な く
と も 一 部 に 球 面 部 を 有 す る 球 体 と 、 上 面 を 開 口 し た ホ ル ダ ー と 、 弾 性 部 材 と を 備 え 、 ホ ル
ダ ー の 開 口 部 内 に 取 付 け た 下 歯 を 上 下 動 自 在 に 弾 性 部 材 で 支 持 す る と と も に 、 互 い に 対 向
し た ホ ル ダ ー の 内 底 面 ま た は 下 歯 の 下 面 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 凹 部 を 形 成 し 、 球 面 部 の
一 部 を 該 凹 部 内 に 挿 入 し て 球 体 を ホ ル ダ ー と 下 歯 の 間 に 取 付 け た こ と を 特 徴 と す る 二 平 面
の 平 行 出 し 機 能 を 備 え た テ ー プ 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
球 の 一 部 を 平 面 状 に 切 除 し て 平 面 部 を 設 け た 形 状 の 球 体 を 用 い る と と も に 、 ホ ル ダ ー の 内
底 面 側 に 凹 部 を 形 成 し 、 偏 平 な 下 歯 の 下 面 に 該 平 面 部 を 対 向 さ せ た 請 求 項 １ の 二 平 面 の 平
行 出 し 機 能 を 備 え た テ ー プ 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 端 に 凹 部 を 形 成 し た 第 １ の 部 材 と 、 底 面 に 貫 通 孔 を 有 す る 第 ２ の 部 材 で ホ ル ダ ー を 構 成
し 、 第 ２ の 部 材 の 貫 通 孔 に 第 １ の 部 材 を 挿 入 し て 固 定 し た 請 求 項 １ の 二 平 面 の 平 行 出 し 機
能 を 備 え た テ ー プ 圧 着 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 部 及 び 下 部 に 球 面 部 を 有 す る 球 体 を 用 い る と と も に 、 対 向 し た ホ ル ダ ー の 内 底 面 と 下 歯
の 下 面 の 両 方 の 面 に 凹 部 を 形 成 し た 請 求 項 １ の 二 平 面 の 平 行 出 し 機 能 を 備 え た テ ー プ 圧 着
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 面 付 け 型 の 電 子 部 品 を キ ャ リ ア テ ー プ に テ ー ピ ン グ 包 装 す る 場 合 な ど に 用 い ら
れ 、 二 枚 の テ ー プ を 加 圧 し て 接 合 す る テ ー プ 圧 着 装 置 の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
対 向 面 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 二 枚 の テ ー プ を 加 圧 し て 接 合 し た り 、 あ る い は 加 熱 し な が ら 加
圧 し て 熱 圧 着 す る テ ー プ 圧 着 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 種 の テ ー プ 圧 着 装 置 の 従 来 例 を
図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す 。 ボ ル ト １ で ベ ー ス ２ に 固 定 さ れ た ホ ル ダ ー ３ に は 下 歯 ４ が 回 動 可 能
に 取 付 け ら れ 、 下 歯 ４ の 上 方 に は 上 歯 ５ が 上 下 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。 下 歯 ４ と 上 歯 ５
に は 、 そ れ ぞ れ 下 歯 面 ４ ａ と 上 歯 面 ５ ａ を 対 向 さ せ て 設 け て あ る 。 下 歯 面 ４ ａ と 上 歯 面 ５
ａ は 、 下 歯 ４ と 上 歯 ５ で 二 枚 の テ ー プ を 挟 ん だ と き テ ー プ に 直 接 接 触 す る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
上 下 に 重 ね て 供 給 さ れ た キ ャ リ ア テ ー プ と カ バ ー テ ー プ を 下 歯 ４ と 上 歯 ５ で 挟 ん で 圧 着 す
る 場 合 、 確 実 に 接 合 す る た め に は 下 歯 面 ４ ａ と 上 歯 面 ５ ａ の 二 平 面 が 互 い に 平 行 で あ る こ
と が 必 要 で あ る 。 こ の 従 来 の テ ー プ 圧 着 装 置 で は 、 こ の 平 行 出 し を 次 の よ う に し て 行 っ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま ず 、 ２ 本 の ボ ル ト ６ に よ っ て 図 ７ で 左 右 方 向 の 平 行 合 わ せ を 行 っ た 後 、 ボ ル ト ７ を 締 め
付 け て 下 歯 ４ を ホ ル ダ ー ３ に 固 定 す る 。 次 に ボ ル ト １ を 緩 め て ホ ル ダ ー ３ の 図 ７ で 奥 行 き
方 向 の 平 行 を 合 わ せ た 後 、 ボ ル ト １ を 締 め 付 け て ホ ル ダ ー ３ を 固 定 す る こ と で 行 っ て い た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う に 、 従 来 の 構 造 で は 平 行 出 し の 操 作 が 面 倒 で 多 く の 時 間 を 要 し 、 精 度 よ く 調 整 す
る の が 困 難 で あ っ た 。 し か も 、 下 歯 ４ や 上 歯 ５ は 交 換 頻 度 の 高 い 消 耗 部 品 で あ り 、 こ れ ら
を 交 換 し た と き や 歯 先 が 消 耗 し て 変 形 し た と き な ど 、 頻 繁 に 下 歯 ４ の 姿 勢 の 修 正 が 必 要 と
な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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ま た 、 平 行 出 し の 別 の 手 段 と し て 、 特 開 平 ９ － ５ ０ ５ ４ 号 公 報 に 記 載 の よ う な 方 法 も 考 え
ら れ て い る 。 こ れ は 上 歯 と 下 歯 の 間 に 透 過 光 を 照 射 す る 装 置 を 付 加 し 、 発 生 す る 干 渉 縞 を
利 用 し て 二 平 面 の 平 行 出 し を 行 う も の で あ る 。 し か し 、 こ の 方 法 で は 装 置 が 複 雑 で 大 型 化
す る う え 、 高 価 に な る 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 簡 単 な 変 更 だ け で 極 め て コ ン パ ク ト に 構 成 で き る 二 平 面 の 平 行 出 し 機 能 を 備 え
た テ ー プ 圧 着 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 歯 面 が 第 １ の 平 面 上 に あ る 上 歯 と 、 こ の 上 歯 面 に 対 向 す る 下 歯 面 が 第 ２ の 平
面 上 に あ る 下 歯 と を 有 し 、 二 枚 の テ ー プ を 上 歯 面 と 下 歯 面 と で 挟 ん で 圧 着 す る テ ー プ 圧 着
装 置 に お い て 、 圧 着 動 作 時 に 第 １ の 平 面 と 第 ２ の 平 面 が 自 動 的 に 平 行 に 調 整 さ れ る よ う に
し た も の で あ る 。
す な わ ち 本 発 明 に よ る テ ー プ 圧 着 装 置 は 、 少 な く と も 一 部 に 球 面 部 ７ ２ を 有 す る 球 体 ７ ０
と 、 上 面 を 開 口 し た ホ ル ダ ー ３ ０ と 、 弾 性 部 材 ６ ０ と を 備 え 、 ホ ル ダ ー ３ ０ の 開 口 部 内 に
取 付 け た 下 歯 ４ ０ を 上 下 動 自 在 に 弾 性 部 材 ６ ０ で 支 持 す る と と も に 、 互 い に 対 向 し た ホ ル
ダ ー ３ ０ の 内 底 面 ま た は 下 歯 ４ ０ の 下 面 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 凹 部 ３ ３ 、 ４ ３ を 形 成 し
、 球 面 部 ７ ２ の 一 部 を 凹 部 ３ ３ 、 ４ ３ の 中 に 挿 入 し て 球 体 ７ ０ を ホ ル ダ ー ３ ０ と 下 歯 ４ ０
の 間 に 取 付 け た 構 成 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 実 施 例 】
図 １ 及 び 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 し て い る 。 上 面 を 開 口 し た ホ ル ダ ー ３ ０ が ベ ー ス
２ に 固 定 し て あ り 、 ホ ル ダ ー ３ ０ の 開 口 部 ３ １ の 中 に は 下 歯 ４ ０ が 上 方 か ら 挿 入 し て 取 付
け て あ る 。 下 歯 ４ ０ は コ イ ル ス プ リ ン グ ６ ０ に よ っ て 上 下 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ホ ル
ダ ー ３ ０ の 中 で 下 歯 ４ ０ が 小 さ な 角 度 傾 く こ と が 出 来 る よ う に 、 下 歯 ４ ０ と ホ ル ダ ー ３ ０
の 間 に は 隙 間 が 設 け て あ る 。 ホ ル ダ ー ３ ０ の 上 部 に は 下 歯 ４ ０ の 抜 け 止 め 用 の ス ト ッ パ ー
３ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ホ ル ダ ー ３ ０ の 内 底 面 の 中 央 に は 球 面 状 の 凹 部 ３ ３ が 形 成 し て あ る 。 ホ ル ダ ー ３ ０ の 内 底
面 と 下 歯 ４ ０ の 間 に は 球 体 ７ ０ が 取 付 け て あ る 。 こ の 球 体 ７ ０ は 球 の 上 部 を 平 面 状 に 切 除
し て 平 面 部 ７ １ を 設 け た 形 状 を し て お り 、 平 面 部 ７ １ 以 外 の 部 分 は 球 面 部 ７ ２ と な っ て い
る 。 球 体 ７ ０ は 球 面 部 ７ ２ の 一 部 を 凹 部 ３ ３ 内 に 挿 入 し て ホ ル ダ ー ３ ０ の 内 底 面 に 載 置 す
る と と も に 、 偏 平 な 下 歯 ４ ０ の 下 面 に 平 面 部 ７ １ を 対 向 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
下 歯 ４ ０ の 上 端 に は 平 面 状 の 下 歯 面 ４ １ が 設 け て あ り 、 下 歯 面 ４ １ の 中 央 に は 溝 ４ ２ が 切
っ て あ る 。 上 方 に 取 付 け た 上 歯 ５ ０ に は 、 先 端 が 平 面 状 を し た 二 つ の 上 歯 面 ５ １ を 下 方 に
突 出 さ せ て 設 け て あ る 。 上 歯 面 ５ １ は 下 歯 ４ ０ の 下 歯 面 ４ １ に 対 向 し た 位 置 に あ る 。 図 示
は 省 略 し て あ る が 、 上 歯 ５ ０ も ベ ー ス ２ に 取 付 け ら れ て お り 、 上 下 動 自 在 に な さ れ て い る
。 ま た 、 上 歯 ５ ０ は ヒ ー タ ー を 内 蔵 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ は 、 こ の テ ー プ 圧 着 装 置 の 使 用 状 態 を 示 し て い る 。 キ ャ リ ア テ ー プ ８ が 下 歯 ４ ０ の 下
歯 面 ４ １ の 上 に 載 置 さ れ 、 キ ャ リ ア テ ー プ ８ の ポ ケ ッ ト 部 ８ ａ は 下 歯 ４ ０ の 溝 ４ ２ の 中 に
落 と し 込 ま れ て い る 。 ポ ケ ッ ト 部 ８ ａ に は 図 示 し な い 電 子 部 品 が 収 容 さ れ て い る 。 そ し て
、 キ ャ リ ア テ ー プ ８ に 接 合 さ れ る カ バ ー テ ー プ ９ が キ ャ リ ア テ ー プ ８ 上 に 載 置 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
二 つ の 上 歯 面 ５ １ は 第 １ の 平 面 Ａ 上 に あ り 、 下 歯 面 ４ １ は 第 ２ の 平 面 Ｂ 上 に 位 置 し て い る
。 カ バ ー テ ー プ ９ と キ ャ リ ア テ ー プ ８ は 、 下 降 し た 上 歯 面 ５ １ と 下 歯 面 ４ １ の 間 に 噛 み 込
ま れ 、 上 歯 ５ ０ で 加 熱 さ れ て 熱 圧 着 さ れ る 。 カ バ ー テ ー プ ９ と キ ャ リ ア テ ー プ ８ が 全 体 に
渡 っ て ム ラ な く 熱 圧 着 さ れ る た め に は 、 圧 着 時 に 平 面 Ａ と 平 面 Ｂ と が 平 行 で あ る こ と が 必
要 で あ る 。 こ の 二 平 面 が 平 行 で な い と 、 上 歯 面 ５ １ の 一 部 が カ バ ー テ ー プ ９ か ら 浮 い た 状
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態 と な り 、 圧 着 状 態 が 不 十 分 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 本 装 置 に お け る 二 平 面 の 平 行 出 し 機 能 に つ い て 、 キ ャ リ ア テ ー プ ８ と カ バ ー テ ー プ
９ を 省 略 し て 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 今 、 図 ３ の 平 面 Ａ と 平 面 Ｂ が 平 行 で な い 場 合 を 考
え る 。 図 １ の 状 態 か ら 上 歯 ５ ０ を 徐 々 に 下 降 さ せ る と 、 上 歯 面 ５ １ が 下 歯 面 ４ １ に 接 触 し
て 下 歯 ４ ０ を 押 し 下 げ る 。 す る と 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ６ ０ で 支 持 さ れ て い た 下 歯 ４ ０ は 上
歯 ５ ０ に 追 随 し て 傾 く の で 、 上 歯 面 ５ １ と 下 歯 面 ４ １ は 平 行 に な る 。 す な わ ち 、 図 ３ に お
け る 平 面 Ａ と 平 面 Ｂ が 平 行 に な る 。 こ の と き 上 歯 ５ ０ に 加 わ る 応 力 は コ イ ル ス プ リ ン グ ６
０ の 反 発 力 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 押 し 下 げ ら れ た 下 歯 ４ ０ は 球 体 ７ ０ の 平 面 部 ７ １ に 突 き 当 た る 。 球 体 ７ ０ は 下 歯 ４
０ の 底 面 の 傾 き に 追 随 し て 回 動 し て 傾 き 、 下 歯 ４ ０ の 底 面 と 平 面 部 ７ １ が 密 着 し た 時 点 で
最 終 的 に 二 平 面 の 平 行 出 し が 完 了 す る 。 こ の と き 、 上 歯 ５ ０ に よ る 所 定 の 強 さ の 圧 力 が 下
歯 ４ ０ と 上 歯 ５ ０ 間 に 挟 ま れ た テ ー プ に 加 わ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ホ ル ダ ー ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 二 つ の 部 材 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ を 組 み 合 わ せ て 構 成 し て も
よ い 。 第 １ の 部 材 ３ ０ ａ は 上 端 に 凹 部 ３ ３ を 形 成 し た も の で 、 周 囲 に 雄 ね じ を 切 っ た ボ ル
ト 状 の も の を 使 用 で き る 。 こ の 第 １ の 部 材 ３ ０ ａ は 、 第 ２ の 部 材 ３ ０ ｂ の 底 面 に 設 け た 貫
通 孔 ３ ５ に 螺 合 す る か 又 は 嵌 合 す る 。 ３ ６ は 第 １ の 部 材 ３ ０ ａ を 第 ２ の 部 材 ３ ０ ｂ に 固 定
す る た め の ボ ル ト で あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 球 体 ７ ０ と 下 歯 ４ ０ の 間 に 隙 間 を 設 け ず 、
両 者 を 当 接 さ せ た 構 造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 図 ５ や 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 部 及 び 下 部 に 球 面 部 ７ ２ を 有 す る 球 体 ７ ０ を 用 い 、 ホ
ル ダ ー ３ ０ と 下 歯 ４ ０ の 対 向 面 に そ れ ぞ れ 凹 部 ３ ３ 、 凹 部 ４ ３ を 設 け た 構 成 と し て も よ い
。 図 ５ は 切 除 し て な い 球 を 球 体 ７ ０ に 使 用 し 、 球 面 状 の 凹 部 ３ ３ 、 ４ ３ を ホ ル ダ ー ３ ０ の
内 底 面 と 下 歯 ４ ０ の 下 面 に 形 成 し た 例 で あ る 。 図 ６ は 円 柱 の 上 下 端 に 球 面 部 ７ ２ を 有 す る
球 体 ７ ０ を 用 い 、 ホ ル ダ ー ３ ０ と 下 歯 ４ ０ の 対 向 面 に そ れ ぞ れ 円 錐 形 の 凹 部 ３ ３ 、 ４ ３ を
形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 下 歯 ４ ０ は 上 下 動 自 在 に 弾 性 的 に 支 持 さ れ て い れ ば よ く 、 コ イ ル ス プ リ ン グ ６ ０ は
他 の 弾 性 部 材 、 例 え ば 筒 状 の ゴ ム か ら な る 弾 性 部 材 に 代 え て も よ い 。 下 歯 面 ４ １ の 溝 ４ ２
は 、 平 面 状 の テ ー プ を 使 用 す る 場 合 な ど は 設 け る 必 要 が な い 。 本 発 明 は 、 キ ャ リ ア テ ー プ
と カ バ ー テ ー プ の 圧 着 に 限 ら ず 、 他 の 種 類 の テ ー プ の 圧 着 に も 適 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ る テ ー プ 圧 着 装 置 で は 、 テ ー プ に 当 接 す る 上 歯 面 ５ １ と 下 歯 面 ４ １ の 平 行 出 し
が テ ー プ 圧 着 時 に 自 動 的 に 行 わ れ る の で 、 下 歯 や 上 歯 を 交 換 し た と き の 平 行 調 整 工 数 を 削
減 で き る 。 ま た 、 部 品 の 寸 法 の バ ラ ツ キ を 吸 収 で き 、 上 歯 や 下 歯 が 多 少 磨 耗 し た と き で も
安 定 し た 接 合 結 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の テ ー プ 圧 着 装 置 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 一 部 断 面 側 面 図
【 図 ２ 】 同 装 置 の 一 部 切 欠 正 面 図
【 図 ３ 】 同 装 置 の 使 用 状 態 を 拡 大 し て 示 す 側 面 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 要 部 の 側 面 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 要 部 の 側 面 断 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 要 部 の 側 面 断 面 図
【 図 ７ 】 従 来 の テ ー プ 圧 着 装 置 の 一 部 断 面 側 面 図
【 図 ８ 】 同 装 置 の 正 面 図
３ ０ 　 　 ホ ル ダ ー
３ ３ 　 　 凹 部
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４ ０ 　 　 下 歯
４ １ 　 　 下 歯 面
５ ０ 　 　 上 歯
５ １ 　 　 上 歯 面
７ ０ 　 　 球 体
７ ２ 　 　 球 面 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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